
  

中央共励事業 民児協活動強化推進事業 実施要領 

 

１．目  的 

平成29（2017）年7月、民生委員制度は創設100周年という大きな節目を迎え、全

民児連では、全国の民生委員・児童委員および民児協関係者がめざすべき今後の活

動の方向性として、「民生委員制度創設100周年活動強化方策」を策定した。 

本事業は、単位民児協もしくは市区町村民児協が、「民生委員制度創設 100 周年活

動強化方策」が示す活動の重点に基づき、新たに実施する先駆的な取り組みに対し

て助成を行うことで、「民生委員制度創設 100 周年活動強化方策」を推進し、民児協

活動を振興することを目的とする。 

※制度創設 110周年（2027年）の前年度（2026年）までを目途に実施。 

 

２．助成対象事業  

「民生委員制度創設 100周年活動強化方策」が示す３つの活動の重点から選択し、

新たに実施する先駆的な取り組みを助成対象とする。 

 

重点１ 地域のつながり、地域の力を高めるために 

例）＊住民同士が支え合える仕組みの構築 

   ＊子ども食堂や学習支援など、子どもの貧困対策に向けた取り組み 等 

重点２ さまざまな課題を抱えた人びとを支えるために 

例）＊災害に備えた体制づくり 

     ＊社会的孤立相談の「入り口」を広げる仕組みづくり 

     ＊社会的孤立者への相談支援、居場所づくり  等 

重点３ 民生委員・児童委員制度を守り、発展させていくために 

  例）＊専門的助言体制構築の取り組み 

   ＊複数委員によるチーム体制の構築  等 

 

３．助成事業の実施体制 

(1) 助成対象事業は、単位民児協もしくは市区町村民児協において実施する。 

  (2) 都道府県・指定都市社協もしくは都道府県・指定都市民児協、又は都道府県・

指定都市社協と同民児協による合議体 (以下「県社協等」とする)は、助成対象

事業の実施をとおして、管内の民児協の組織的な活動を振興するために、助成

対象事業を共同して企画し実施する。 

 (3) 市区町村民児協もしくは単位民児協は、住民にとって有用なものとなるよう、

助成対象事業を実施する。 

 

４．助成金の交付 

  県社協等へ交付する。なお、市区町村民児協もしくは単位民児協に必要な経費に

ついては、県社協等から交付する。 



 

５．事業の実施期間 

  事業は２年間とする。 

 

６．助成額および助成か所数 

(1) 助  成  額  １か所あたり年 20 万円～40 万円の範囲で審査により決定し、

２年間助成。 

(2) 助成か所数   全国で毎年度５か所程度 

 

７．助成の申請 

  県社協等は、所定の様式により必要事項および必要書類を添えて全社協に申請す

る。 

 

８．助成の決定 

  助成先については、全国民生委員互助共励事業運営要綱５に規定する専門委員会

を設け、専門委員会において、申請書類に基づき審査・決定する。また、当該県社

協等は、所定の様式により実施計画を全社協に提出する。 

 

９．対象経費 

  共励事業経理事務要領による。なお、本助成金は賃金を対象経費としない。 

 

１０．事業報告 

  県社協等会長は所定の様式により、実施報告書および経理報告書を全社協に提出

する。 

 

１１．本助成事業の実施時期 

  令和 2 年度 

 

 

（備考） 

1. 平成 30 年度 互助共励事業運営委員会にて承認 

2. 「9.対象経費」に規定する「共励事業経理事務要領」は、「地方共励事業経理事務要領」の名

称を改めたものである。 


